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例会予告

3月
	
	

	

公
益
社
団
法
人	

日
本
青
年
会
議
所

	
	

	

総
務
グ
ル
ー
プ

	
	

	

総
務
委
員
会

	
	

	

総
括
幹
事
　
河
内
康
太
朗	

君

　

２
０
２
１
年
度
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

総
務
グ
ル
ー
プ
総
務
委
員
会
に
総
括
幹
事
と
し
て
出
向

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
本
年
度
も
無
事
に
京
都
会
議
と
い
う
総
務
委
員

会
の
大
き
な
担
い
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

初
め
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
、「
命
を
守
る
こ
と
」・「
Ｊ
Ｃ
運

動
を
す
る
こ
と
」
の
両
立
を
す
べ
く
、
今
出
来
る
最
善
の

形
で
お
こ
な
お
う
と
役
員
の
皆
さ
ま
の
ご
決
断
の
も
と
、

準
備
部
隊
と
し
て
深
く
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
の
中
、
総
務
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
メ
ン

バ
ー
も
半
分
が
集
ま
れ
ず
、
共
に
現
地
で
走
り
回
っ
て
く

れ
た
の
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ
京
都
の
皆
さ
ま
で
す
。

待
機
室
も
同
じ
部
屋
で
、
出
向
先
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て

Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
出
来
た
こ
と
も
京
都
会
議
の

新
し
い
形
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
Ａ
か
Ｂ
か
」
で
は
な
く
「
Ａ
と
Ｂ
を
ど
ち
ら
も
選
択
で

き
る
工
夫
を
す
る
」
会
頭
所
信
で
野
並
会
頭
が
話
さ
れ

て
い
た
形
を
こ
の
新
し
い
京
都
会
議
の
経
験
を
糧
に
１
年

間
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
こ
の
機
会
、
１
年
間
多
く
の
経
験

を
楽
し
ん
で
参
り
ま
す
。

出
向
者
報
告

２
０
２
１
年
３
月
11
日
（
木
）
19
時
よ

り
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

　
第
70
代
会
頭　
野
並
晃
君
を
お
招
き

し
、『
輝
く
個
が
切
り
拓
く
、
真
に
持
続
可
能
な
国　

日
本
の
創
造
』
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

京
都
会
議
へ
の
協
力
を
続
け
て
き
た
京
都
青
年
会
議
所

メ
ン
バ
ー
の
た
め
だ
け
に
、
会
頭
か
ら
生
の
声
で
お
話

を
聞
け
る
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
あ
り
、
日
本
青
年
会

議
所
の
活
動
や
運
動
の
方
向
性
に
対
し
て
理
解
を
深
め

る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
た
め
、
是
非
ご
参
集
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
例
会
で
は
、
会
頭
と
共
に
日
本
青
年
会
議

所
で
活
動
さ
れ
た
第
68
代
理
事
長
山
野
修
平
先
輩
を

お
招
き
し
、質
疑
応
答
の
際
に「
共
鳴
タ
イ
ム
」と
し
て
、

現
役
メ
ン
バ
ー
代
表
の
石
山
理
事
長
と
、
野
並
会
頭
と

の
お
三
方
を
交
え
た
座
談
会
形
式
の
対
談
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　

京
都
青
年
会
議
所
と
い
う
大
き
な
鐘
を
鳴
ら
し
、

日
本
青
年
会
議
所
と
い
う
さ
ら
に
大
き
な
鐘
を「
共
振
」

さ
せ
、
共
に
「
共
鳴
」
さ
せ
ら
れ
る
例
会
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
正
会
員
の
皆
さ
ま
の
奮
っ
て
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

公益社団法人 日本青年会議所
第 70 代会頭 野並晃君
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2021年度京都会議開催
～輝きのはじまり～

愛の献血運動 厄払い 理事長報告

特集 京都会議

●●●

●●

京都会議初！！
完全ＷＥＢ開催



　

１
月
27
日

（
水
）、
全
国

屈
指
の
厄
除
け

参
り
の
神
社
と

し
て
古
く
か
ら

篤
い
信
仰
を
受

け
る
“
や
わ
た
の

は
ち
ま
ん
さ
ん
”

こ
と
石
清
水
八

幡
宮
に
て
厄
払
い

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
人
生
に

は
計
り
し
れ
な
い

運
気
の
浮
き
沈

み
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
運
気
の
変

化
に
最
も
重
要

な
も
の
の
ひ
と
つ

に
「
厄
」
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
石
清
水

八
幡
宮
の
厄
除

け
に
よ
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
厄
年
、

災
厄
を
祓
い
除

け
る
べ
く
、
厄

徐
開
運
と
無
病

息
災
を
御
祈
願

し
、
御
札
を
さ

ず
か
り
ま
し
た
。

理
事
長
報
告

愛
の
献
血
運
動
（
献
血
バ
ス
へ
の
ご
協
力
）

２
０
２
１
年
１
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
正
面
口
前

　

１
月
16
日
（
土
）、
本

年
度
の
愛
の
献
血
運
動

の
一
環
と
し
て
、
京
都
府

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
主

催
の
献
血
バス
が
実
施
さ

れ
た
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
正
面

口
前
に
お
い
て
、
献
血
へ
の

お
声
が
け
な
ど
の
ご
協
力

活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

愛
の
献
血
運
動
は
、
日
本

で
最
初
に
青
年
会
議
所
が

設
立
さ
れ
た
９
月
３
日
に

合
わ
せ
、「
Ｊ
Ｃ
デ
ー
統
一

事
業
」
と
し
て
京
都
青

年
会
議
所
が
１
９
６
１
年

か
ら
毎
年
お
こ
な
っ
て
い
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
今
年

で
58
回
目
を
迎
え
ま
す
。

本
年
度
も
献
血
が
継
続
し

て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
新
型
コロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
っ
て
そ
の
供
給
量
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
献
血
の

重
要
性
を
地
域
の
皆
様
に

よ
り一
層
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
、
ひ
と
づ
く
り
委
員

会
を
先
頭
に
、
献
血
に
関

す
る
情
報
を
発
信
い
た
し

ま
し
た
。

厄
払
い２

０
２
１
年
１
月
27
日
（
水
）　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
石
清
水
八
幡
宮

１
月	

30
日	

会
員
会
議
所	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

２
月	

２
日	

第
24
回
正
副
理
事
長
会
議	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

２
月	

８
日	

第
25
回
正
副
理
事
長
会
議	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

２
月	

９
日	

第
９
回
理
事
会	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

２
月	

10
日	

第
１
回
拡
大
セ
ミ
ナ
ー	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

２
月	

20
日	

愛
の
献
血
運
動

	

20
日	

日
本
理
事
会	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

２
月	

25
日	

定
時
総
会
・
ブ
ロ
長
訪
問

２
月	

27
日	

会
員
会
議
所	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

愛の献血運動 上羽常任理事

厄払い厄払い集合写真

出雲充氏 第 1 回拡大セミナーでの石山理事長
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マ
ガ
タ
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社
）
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョン
形
式
で
、「
質
的
価
値
の
理
解
度
を
高
め
、
ど
の
よ
う
に
創
造

し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

国
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
域
を
彩
る
ニュ
ー
タ
イ
プ
人
財
の
輝
か
せ
方
」

　

１
月
23
日
（
土
）
13
：
45
～
14
：
45
、
国
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
域

を
彩
る
ニュ
ー
タ
イ
プ
人
財
の
輝
か
せ
方
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
、
塩
田
元
規
氏
（
株
式
会

ア
カ
ツ
キ 

共
同
創
業
者
）、
ハロル
ド　

ジ
ョ
ー
ジ　

メ

イ
氏
（
新
日
本
プ
ロレス
リ
ン
グ
株
式
会
社
前
代
表
取

締
役
社
長
兼
C
E
O
、
株
式
会
社
ブ
シ
ロ
ー
ド
取
締

役
Ｃ
Ｓ
Ｏ
ス
ポ
ー
ツ
本
部
本
部
長
、
ア
ー
ス
製
薬
株
式

会
社
社
外
取
締
役
）、
廣
津
留
す
み
れ
氏
（
バ
イ
オ
リ

ニス
ト
、
起
業
家
、
著
述
家
、
Ｓｍ
ｉ
ｌｅｅ 

Ｅｎ
ｔｅｒ

ｔａ
ｉｎｍｅｎ
ｔ
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
阿
登
靖
紀

君
（
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
国
家
グ
ル
ー
プ　

担
当
常

任
理
事
）
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。「
地
域
を
彩
る
ニュ
ー
タ
イ
プ
人
財

の
輝
か
せ
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
問
題
点
や

課
題
に
つ
い
て
３
部
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
ク
ロス
ト
ー
ク
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

組
織
フ
ォ
ー
ラ
ム「
２
０
２
１
年
度
日
本
青
年
会
議
所
は
こ
う
変
わ
る
！
」

　

１
月
23
日
（
土
）
15
：
00
～
16
：
00
、組
織
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
２
０
２
１

年
度
日
本
青
年
会
議
所
は
こ
う
変
わ
る
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、
濱
松
誠
氏
（
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

共
同
発
起

人
、
共
同
代
表
）
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
で

は
、「
２
０
２
０
年
度
コロ
ナ
禍
に
お
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｉ
日
本

が
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
担
当
の
石
坂
泰

三
君
（
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
組
織
グ

ル
ー
プ　

組
織
戦
略
会
議
議
長
）
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
第
２
部
で
は
、「
組
織
の
質
の
高
い
意
思

決
定
と
能
動
的
な
組
織
に
つい
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

講
師
の
濱
松
誠
氏
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。
①
濱
松

氏
ご
自
身
が
取
り
組
ん
で
き
た
組
織
改
革
に
つ
い
て　

②
組
織
改
革

を
お
こ
な
う
た
め
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ　

③
外
か
ら
見
た
Ｊ
Ｃ
の
良
い
と

こ
ろ
や
問
題
点　

④
意
識
改
革
に
よ
る
能
動
的
な
行
動
を
可
能
と

す
る
た
め
に　

と
い
う
内
容
で
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム「
Ｂ
Ｅ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
：
国
境
を
越
え
る
、日
常
を
超
え
る
」

　

１
月
23
日
（
土
）
16
：
25
～
17
：
25
、
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｂ
Ｅ
Ｙ

Ｏ
Ｎ
Ｄ
：
国
境
を
越
え
る
、
日
常
を
超
え
る
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
出
雲
充
氏
（
株
式
会
社
ユ
ー
グ
レ
ナ
創
業
者
・
代
表
取

　

２
０
２
１
年
１
月
22
日
（
金
）
～
１
月
24
日
（
日
）
の
日
程
で
公

益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
２
０
２
１
年
度
京
都
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
通
り
の
国
立
京
都
国
際
会
館
で
の
開
催
で
は
な

く
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
拡
大
予
防
の
観
点
か
ら
史
上
初
の
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
、
Y
o
u
T
u
b
e
を
併
用
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
現
地
で
の
運
営
は
必
要
最
小
限
の
人
数
で
執
り
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

京
の
逸
品

　

１
月
６
日
（
水
）
か
ら
、
京
都
会
議
の
開
催
に
合
わ
せ
、
全
国
の

Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
へ
向
け
て
京
都
な
ら
で
は
の
逸
品
を
ご
提
案
す
る
「
京

の
逸
品
」
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染

拡
大
の
影
響
で
京
都
へ
来
ら
れ
な
い

方
へ々
お
も
て
な
し
の
心
を
お
伝
え
し

ま
し
た
。

プ
レ
行
事
・
１
月
22
日

　

１
月
22
日（
金
）午
前
に
は
、第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
多
く
の
理
事
長
が
オ
ブ
ザ
ー
ブ
す
る
中
で
、
年
間
推

進
議
案
な
ど
の
審
議
を
お
こ
な
う
こ
と
で
２
０
２
１
年
度
の
運
動
の
方

向
性
の
発
信
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
公
開
委
員
会

と
会
計
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
域
イ
ノベ
ー
ション
プ
ロ
ジェク
ト

～
地
域
と
つ
な
が
り
共
に
創
ろ
う　

日
本
の
底
知
れ
ぬ
可
能
性
を
～
」

　

１
月
23
日
（
土
）
12
：
30
～
13
：
30
、
メ

イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
プ
ロ
ジェ

ク
ト
～
地
域
と
つ
な
が
り
共
に
創
ろ
う　

日
本

の
底
知
れ
ぬ
可
能
性
を
～
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
と
し
て
、
亀
井
善
太
郎
氏
（
Ｐ

Ｈ
Ｐ
総
研
主
席
研
究
員
）、山
中
大
介
氏
（
ヤ

特
集　

京
都
会
議

２
０
２
１
年
１
月
22
日
（
金
）
～
１
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

締
役
社
長 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ　

Ｒ
Ｉ
Ｎ
氏
（
Ｖ

Ｔｕ
ｂｅｒ
、
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
所
属
）
が

登
壇
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、
講
師
の
出
雲
充

氏
よ
り
「
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
適
応
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
第
２

部
で
は
、
講
師
の
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ　

Ｒ
Ｉ
Ｎ
氏
、
出
雲

充
氏
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
下
山
田
敬
介
君（
公

益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
国
際
グ
ル
ー
プ
担

当
常
任
理
事
）
に
よ
り
、「
ニュ
ー
ノ
ー
マル
で
の
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

ション
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

２
０
２
０

　

１
月
23
日
（
土
）
17
：
30
～
18
：
30
、
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ　

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

２
０
２
０
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度

に
実
施
さ
れ
た
事
業
、
会
員
を
褒
賞
す
べ
く
、

各
賞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
準
グ
ラ
ン
プ
リ

に
は
、
公
益
社
団
法
人
東
京
青
年
会
議
所
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、

公
益
社
団
法
人
七
尾
青
年
会
議
所
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

新
年
式
典

　

１
月
24
日
（
日
）
９
：
30
～
11
：
00
、
新
年
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
第
70
代
会
頭
野

並
晃
君
よ
り
、
全
国
の
同
志
に
向
け
て
所
信
が
発
信
さ
れ
ま
し

た
。
野
並
晃
会
頭
、
仲
泉
拓
郎
副
会
頭
、
青
木
孝
太
副
会
頭
、

佐
藤
友
哉
副
会
頭
、
梶
原
一
生
副
会
頭
、
中
島
土
専
務
、
平
野

謙
吾
常
任
よ
り
、「
輝
く
個
と
は
」、「
持
続
可
能
と
は
」、「
Ｊ
Ｃ

会
館
の
未
来
と
は
」、「
協
議
会
モ
デ
ル
と
は
」
と
い
う
各
テ
ー

マ
に
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｃ
Ｉ　

Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
並
び
に
Ｊ
Ｃ
Ｉ　

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

唱
和
を
公
益
社
団
法
人
京
都
青
年
会
議
所
理
事
長
石
山
慶
君
、

司
会
進
行
を
公
益
社
団
法
人
京
都
青
年
会
議
所
副
理
事
長
で
あ

り
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
総
務
グ
ル
ー
プ
総
務
委

員
会
委

員
長
の

遠
藤
一

平
君
が

担
当
し

ま
し
た
。
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